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論文審査の結果の要旨	

	

	 本研究では、摂食方法の一つである舌押し潰し及びその後の嚥下における摂食嚥下関連器官の動態

と摂取する試料の物性が及ぼす影響を明らかにするために、健常成人男性 16 名を対象に、ゼリーを

被験試料として舌押し潰し嚥下時の舌圧測定とビデオ嚥下造影を同時に行った。	

	 その結果、舌押し潰し 1 回目と嚥下時の舌圧発現と舌骨移動には時間的・空間的協調性を認めるこ

と、ゼリーの初期物性に対して舌押し潰し 1 回目の舌圧発現と舌骨移動及び舌押し潰し回数が調整さ

れているにもかかわらず嚥下時の舌圧発現と舌骨移動を変調させ、舌押し潰しの開始から嚥下まで影

響することが示唆された。	

	 本研究の結果は、舌押し潰し嚥下における口腔・咽喉頭の動態を包括的に解明しており、今後摂食

嚥下障害患者に対する嚥下調整食の開発や提供を行う上で舌押し潰し嚥下の正常像として有益な情

報を与えるものと考えられる。よって、本論文は、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと

認める。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


